植物公園入園車両等交通誘導業務（１１月・１２月）（単価契約）仕様書
１　植物公園イベント開催中（１１・１２月）に入園する車両等の交通誘導を行う。
２　業務実施日及び業務従事者数　
· 夜間開園日　　　　　　　　　　
・１１月２３日（土祝）　８人　　　　・１２月１４日（土）　　８人
・１１月２４日（日）　　４人　　　　・１２月１５日（日）　　４人　　　　
・１１月３０日（土）　　８人　　　　・１２月２１日（土）　　８人
・１２月　１日（日）　　４人　　    ・１２月２２日（日）　　４人      　　　　　　
・１２月　７日（土）　　８人

・１２月　８日（日）　　４人　　　　　　　（延べ人数：６０人）
３　業務内容については、次のとおりとする。

　 (１)　業務場所は、原則として、立体駐車場、屋外駐車場及びその付近とし、雨天等の場合は、人数の変更及び配置の中止となる場合がある。日程に変更が生じた場合は、発注者は受注者にすみやかに連絡することとする。

　 (２)　業務に従事する誘導員（以下「誘導員」という。）の配置場所は別図のとおりとし、誘導員の人数に変動がある場合及び駐車車両の状況により配置を変更する場合は、別途協議するものとする。なお、植物公園敷地外に車が並び、渋滞するなどの緊急時には、植物公園敷地外への誘導員の配置を行うことがある。

　(３)　この委託業務の実施時間は次のとおりとする。業務の実施時間を変更する必要がある場合については、別途協議するものとする。

ア　夜間開園日
　　　　  実施時間は１２時００分から２１時００分までとする。（当該実施時間には１時間の休憩時間を含む。）

所定場所からの案内看板等の設置、立体駐車場内の蛍光灯等の点灯、危険物の有無な
ど安全確認を行う。最後に管理事務所に報告する。

　　　 　 また、発注者が必要と認めたときは、実施時間を延長または短縮できるものとし委託料の算定方法は「別紙」のとおりとする。

(４)　休憩は、駐車車両の状況に応じて各誘導員が交替で取ることとする。

　　(５)　駐車場への車両の誘導の手順は次のとおりとする。

　　　ア　原則として、屋外駐車場へ優先的に誘導し、屋外駐車場が満車になった時点で立体駐車場へ誘導するものとする。立体駐車場の駐車は１階、２階、３階、屋上の順とする。ただし、来園者が希望する場合は、屋外駐車場が空いている場合においても立体駐車場への駐車を認めることとする。

　　　イ　歩行が困難などの理由で、料金所で許可証を交付された車両は、正門入口付近の身障者用駐車場に誘導する。

　　　ウ　無線をよく聞き、平面駐車場、立体駐車場の駐車可能台数を把握し、混雑時には駐車場に入場する車の台数を制限するなど、適正な車両誘導を行うこと。
４　受注者は警備業法（昭和４７年法律第１１７号）に定める認定を受けた警備業者であること。

５　業務実施に当たっての留意事項

(１)　誘導員は、言動等に注意し入園者等とトラブルを起こさないように十分に留意すること。

(２)　誘導員は、業務に従事する際、受注者の指定する制服を着用すること。

(３)　誘導員は、やむを得ず配置場所を離れる時は、本協会係員に報告すること。
６　報告事項、検査完了期日（期限）等
   (１)　受注者は、あらかじめ発注者に対し、現場責任者及び業務従事者の氏名等を報告するとともに、現場責任者又は業務従事者に変更があったときも、また同様とする。
　 (２)　受注者は、業務が完了した場合は、その旨を発注者に通知しなければならない。
(３)  受注者から発注者に対する業務完了の通知期限、発注者による検査完了期日（期限）は、
　　業務が完了した日から起算してそれぞれ１０日目、１９日目（ただし、業務完了の通知を受
けた日から起算して９日目に当たる日が早く到来する場合は、当該日）とする。
ただし、これらの日が３月３１日を越える場合は、３月３１日とする
７ 支払方法、支払期日（期限）等
　  （１）請求期限
受注者は、月の業務終了後及び発注者の検査完了後、翌月の３０日以内に支払請求書を提出するものとする。

（２）支払期日（期限）
契約代金の支払期日（期限）は、業務が完了した日から起算して６０日目に当たる日とすること。ただし、発注者の検査完了後、支払請求書の提出から起算して３０日目に当たる日が早く到来する場合は、当該日とする。

（３）振込手数料
　      発注者は口座振込の方法により支払いを行う場合においては、請求金額から振込手数料を差し引いて、受注者に支払うものとする。
８　賠償責任
　　  受注者はその責めに帰すべき理由により第三者に損害を与えた場合には、その賠償の責を負わなければ
ならないものとする。

９　その他
　　  業務の実施にあたり、この仕様書等に定めのない事項及び疑義が生じた時は発注者と受注者と協議によ
り決定する。　　　　　　　　
「別紙」
ア　業務実施時間を延長する場合
　　　　次により算出した額を１日当たりの単価に加算する。

・１時間単位で延長する場合：下記③により得られた単価×延長する時間数
・１分単位で延長する場合　：下記④により得られた単価×延長する分数
イ　業務実施時間を短縮する場合
　次により算出した額を１日当たりの単価から減算する。
・１時間単位で短縮する場合：下記①により得られた単価×短縮する時間数
・１分単位で短縮する場合　：下記②により得られた単価×短縮する分数

　　　　
※　１時間又は１分当たり単価
　　　　【業務実施時間が８時間以内の部分】
　　　　　①　１時間当たりの単価＝１日当たりの単価÷８時間(円未満切捨)
　　　　　②　１分当たりの単価　＝１時間当たりの単価÷６０分(円未満切捨)
　　　　【業務実施時間が８時間を超える部分】
　　　　　③　１時間当たりの単価＝①の単価×１．２５(円未満切捨)
　　　　　④　１分当たりの単価　＝②の単価×１．２５(円未満切捨)

